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８
月
29
日
は
、
全
国
焼
肉
協
会
が
平
成
５
年
に
制
定
し
た
「
焼
肉

の
日
」。
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、「
焼
肉
の
日
」
を
通
じ
て
愛
媛
県
産

系
統
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
と
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー

ク
」
の
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
屋

上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
、「
焼
肉
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
場
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
職
員
と

畜
産
Ｓ
Ｐ
（
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
レ
デ
ィ
が
、「
今

日
は
語
呂
合
わ
せ
で
焼
肉
の
日
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
愛
媛

県
産
ブ
ラ
ン
ド
の
伊
予
牛
『
絹
の
味
』
と
『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー

ク
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
、
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
来
場
者
に
、伊
予
牛
「
絹
の
味
」
黒
毛
和
牛
（
肩
ロ
ー
ス
）

と
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」（
肩
ロ
ー
ス
）
の
焼
き
肉
計
約
50

㎏
分
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
「
今
日
は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
」
と
焼
肉

を
受
け
取
り
、「
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
」「
来
年
も
ぜ
ひ
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
ほ
か
、
各

テ
ー
ブ
ル
に
Ｊ
Ａ
全
農
な
ど
が
取
り
組
ん
だ
「
８
月
29
日
焼

肉
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
置
き
、
イ
ベ

ン
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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今月の表紙

　縁側にススキや秋の七草を飾り、団子、
里芋、栗やイチジクを供えて、収穫に感
謝しつつ、月見会。スズムシが鳴く庭に
秋の野花が夜風に揺れて、ウサギの親子
も月見観賞。月のウサギとテレパシーで
コンタクトをとりあっているのかな？
ロマンも広がる中秋の名月。明るい月あ
かりはみんなの笑顔を照らしています。

●表紙：月見ウサギ
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.165

「焼肉の日」イベント
（松山市）

●2　 　〈特集〉

	 「2014愛媛みかん大使」決まる

	 	愛媛みかん大使が
	 愛媛産柑橘をPRしていきます。
●5　　 THE・ねっとわーく

●7　　 統計BOX

●8　　 ＪＡ全農えひめグループ７社平成26年度役員体制

●10　　 ふるさと  ESSAY  VOL.233

世の中、まんざら
捨てたもんじゃない～創立期～

 村松　つねさん

●12　　 TOPIC NEWS

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉栗

September 2014

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実
課
は
、
８
月
22

日
、
松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
、
愛
媛
み
か

ん
・
伊
予
柑
な
ど
愛
媛
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
『
２
０
１
４
愛
媛
み
か
ん
大
使
』

４
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
愛
媛
み
か
ん
大
使
は
、
①
堀

田
咲
さ
ん
（
ほ
っ
た　

さ
き
・
24
歳
・
大

洲
市
在
住
・
団
体
職
員
）、
②
河
野
耶
来

し
た
。

　

前
年
の
大
使
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
継
い

だ
４
人
は
、「
愛
媛
の
柑
橘
の
味
の
素
晴

ら
し
さ
・
魅
力
や
そ
の
中
に
詰
ま
っ
て
い

る
農
家
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
努
力
や
熱
意

を
全
国
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

「
少
し
で
も
多
く
の
方
に
愛
媛
み
か
ん
を

食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ

し
て
ま
い
り
ま
す
」な
ど
と
笑
顔
で
抱
負
・

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実
課
は
、
８
月
22
日
、
愛
媛
産
の
み
か
ん
・
伊
予
柑
な
ど
柑
橘
類
の
消
費
宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
担
う

「
２
０
１
４
愛
媛
み
か
ん
大
使
」
４
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

み
か
ん
大
使
に
よ
る
活
動
は
、
昭
和
34
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
任
命
し
た
４
人
は
56
代
目
の
「
愛
媛
み
か
ん
大
使
」

で
す
。

　

２
０
１
４
愛
媛
み
か
ん
大
使
４
人
は
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
産
地
を
代
表
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
販
促
活
動
を
通
じ
て
、
農

家
の
想
い
や
声
と
と
も
に
全
国
の
皆
さ
ん
に
愛
媛
が
誇
る
柑
橘
類
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ん
（
こ
う
の　

や
こ
・
18
歳
・
松
山
市

在
住
・
大
学
生
）、
③
白
石
千
尋
さ
ん
（
し

ら
い
し　

ち
ひ
ろ
・
22
歳
・
松
山
市
在
住
・

団
体
職
員
）、
④
武
智
真
由
さ
ん
（
た
け

ち　

ま
ゆ
・
20
歳
・
松
山
市
在
住
・
大
学

生
）。

　

任
命
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
運
営

委
員
会
の
岡
本
健
治
会
長
が
、
大
使
一
人

一
人
に
任
命
状
と
20
万
円
の
賞
金
目
録
を

手
渡
し
、「
愛
媛
県
を
代
表
し
農
家
の
想

い
を
全
国
の
消
費
者
に
伝
え
、
愛
媛
み
か

ん
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

農
家
の
想
い
を
伝
え
な
が
ら

消
費
宣
伝
に
取
り
組
み
ま
す

特

集

◆特集：「2014愛媛みかん大使」決まる

愛
媛
み
か
ん
大
使
が

愛
媛
産
柑
橘
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
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16
日
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
「
愛
媛
県
園

芸
大
会
」
で
県
内
の
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
関
係

者
に
お
披
露
目
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
11

月
１
日
の
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
松
山
市
大
可
賀
の
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
で

開
催
）、11
月
上
旬
か
ら
東
京
・
大
阪
で「
愛

媛
み
か
ん
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な

ど
で
活
動
。
年
明
け
か
ら
は
「
愛
媛
い
よ

か
ん
大
使
」
と
し
て
、
来
年
１
月
下
旬
か

ら
札
幌
・
首
都
圏
・
京
阪
神
を
回
る
「
愛

媛
い
よ
か
ん
全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
ほ
か
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
・
オ
レ
ン
ジ

ロ
ー
ド
関
連
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
、
来
年
８

月
末
ま
で
、各
種
イ
ベ
ン
ト
や
販
促
活
動
、

テ
レ
ビ
出
演
等
を
通
じ
て
愛
媛
産
柑
橘
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

み
か
ん
大
使
に
よ
る
活
動
は
、
昭
和
34

年
度
か
ら
始
め
て
お
り
56
回
目
、
一
般
公

募
は
昭
和
62
年
度
か
ら
実
施
し
28
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
を
14
人
上
回
る
１
２
０

人
の
応
募
が
あ
り
、
書
類
審
査
を
通
過
し

た
19
人
が
面
接
審
査
（
８
月
12
日
開
催
）

に
進
み
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、
愛
媛
県
果

樹
同
志
会
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
審
査
員

15
人
が
、「
印
象
（
好
感
度
）」「
知
性
」「
容

姿
（
姿
勢
等
）」
な
ど
を
総
合
的
に
審
査

し
４
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

４
人
は
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
や
柑
橘
・
産

地
の
知
識
な
ど
基
礎
研
修
を
受
け
、
10
月

56
代
目
の
「
み
か
ん
大
使
」
で
す
！

▲2014愛媛みかん大使の皆さん（右から＝堀田さん、河野さん、諏訪県本部長、岡本会長、白石さん、武智さん）
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特

集
◆特集：「2014愛媛みかん大使」決まる

【趣味】ジョギング・ボランティア
【特技】クラリネット
【抱負】�生産者の方々の努力と熱意の詰まった大好きな愛媛の柑橘をPRでき

て大変光栄に思います。一人でも多くの方にその魅力を届け、愛媛
の活力となれるように全力で取り組みます。よろしくお願いします。

堀
ほっ

田
た

　　咲
さき

さん 大洲市在住・団体職員

【趣味】ピアノ・料理・ショッピング
【特技】英会話
【抱負】�英会話で培ったコミュニケーション能力と持ち前の明るさを生か

し、農家の方々が丹精込めて作られたふるさと愛媛の柑橘を世界中
に広めていきたいと思っています。よろしくお願します。

河
こう

野
の

　耶
や

来
こ

さん 松山市在住・大学生

【趣味】友人とカフェに行くこと・読書
【特技】ダンス
【抱負】�農家の方たちが丹精込めて作られた全国に誇る愛媛の柑橘を県内外

の方たちにしっかりPRし、１人でも多くの方に味わっていただける
よう努力します。１年間この４人で力を合わせ一所懸命頑張ります。

白
しら

石
いし

　千
ち

尋
ひろ

さん 松山市在住・団体職員

【趣味】料理・ショッピング・ウォーキング
【特技】料理・早起き
【抱負】�愛媛みかんの良さ、また新しい魅力をより多くの方々に知っていた

だき、身近な食べ物になってほしいです。そして私もみかんをたく
さん食べて美容と健康を保ち、１年間笑顔で頑張ります。

武
たけ

智
ち

　真
ま

由
ゆ

さん 松山市在住・大学生

201４愛媛みかん大使
４人のプロフィール
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㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
県

内
産
を
中
心
に
新
米
の
発

売
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
、
８
月
25
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
、
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
は
、「
ひ
め
ラ
イ

ス
を
食
べ
て
、
え
ひ
め
の
恵
み
を
当
て
よ

う
！
」。「
伊
予
牛
『
絹
の
味
』」「
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
」「
紅
ま
ど
ん
な
」「
あ
ま
お
と

め
」
と
い
っ
た
愛
媛
の
特
産
品
な
ど
が
計

７
０
０
人
に
当
た
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
は
、
愛
媛
出
身
の
タ
レ
ン
ト
友
近

㈱ひめ
ライス

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

～
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
友
近

を
起
用
し
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
ポ
ス
タ
ー
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
新
聞
広
告
な
ど
を
通
じ

て
Ｐ
Ｒ
し
、「
愛
媛
の
新
米
」
を
味
わ
っ

て
も
ら
い
、県
内
産
米
の
消
費
拡
大
と『
ひ

め
ラ
イ
ス
』ブ
ラ
ン
ド
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
】

ひ
め
ラ
イ
ス
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ひ
め

ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
え
ひ
め
の
恵
み
を
当

て
よ
う
！
」

【
実
施
期
間
】

平
成
26
年
８
月
25
日
～
10
月
31
日

【
賞　
　

品
】

▼
Ａ
～
Ｊ
コ
ー
ス
各
10
人（
計
１
０
０
人
）

◦�

Ａ
コ
ー
ス
＝
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
黒
毛

和
牛
焼
肉
用
ロ
ー
ス

◦�

Ｂ
コ
ー
ス
＝
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用
ロ
ー
ス

◦
Ｃ
コ
ー
ス
＝
「
媛
っ
こ
地
鶏
」

◦�

Ｄ
コ
ー
ス
＝
「
き
じ
鍋
・
き
じ
飯
セ
ッ

ト
」

◦�

Ｅ
コ
ー
ス
＝
「
健
康
真
鯛　

手
造
り
鯛

め
し
」

◦�

Ｆ
コ
ー
ス
＝
「
釜
あ
げ
し
ら
す
」

◦
Ｇ
コ
ー
ス
＝
「
紅
ま
ど
ん
な
」

◦
Ｈ
コ
ー
ス
＝
「
あ
ま
お
と
め
」

◦
Ｉ
コ
ー
ス
＝
「
宇
和
島
じ
ゃ
こ
天
」

◦
Ｊ
コ
ー
ス
＝
「
七
折
小
梅
（
梅
干
し
）」

▼
Ｗ
チ
ャ
ン
ス

　

Ａ
～
Ｊ
コ
ー
ス
の
抽
選
で
は
ず
れ
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
６
０
０
人
に
Ｗ
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
、「
愛
媛
県
産
に
こ
ま
る
２
㎏
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

【
応
募
方
法
】

⑴�　
『
ひ
め
ラ
イ
ス
』
の
米
袋
に
付
い
て

い
る
「
ひ
め
マ
ー
ク
」
を
切
り
取
り
、

２
㎏
分
以
上
（
も
ち
米
１
・
４
㎏
）
１

枚
１
口
と
し
て
、
応
募
ハ
ガ
キ
（
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）
ま
た
は
郵
便
ハ
ガ
キ
に
貼

付
の
上
、
①
ご
希
望
の
賞
品
コ
ー
ス

（
Ａ
～
Ｊ
コ
ー
ス
の
内
１
つ
を
選
択
）、

②
郵
便
番
号
、
③
住
所
、
④
氏
名
、

⑤
年
齢
、
⑥
電
話
番
号
、
⑦
購
入
店
、

⑧
ひ
め
ラ
イ
ス
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
明
記
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　

�　

１
人
で
何
口
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
応
募
は
１
通
に
つ
き
１
口
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵　

応
募
先

　
　

〒
７
９
１

−

３
１
６
３

　
　

�

伊
予
郡
松
前
町
大
字
徳
丸
字
五
屋
敷

７
７
１

−

２
５

　
　

�

ひ
め
ラ
イ
ス「
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

係

⑶　

応
募
締
切
り

　
　

10
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

⑷　

抽
選
・
当
選
発
表

　

�　

11
月
中
旬
に
抽
選
を
行
い
、
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
当
選
発
表
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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迎
え
た
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ポ
ン
ジ
ュ
ー

ス
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
実
施
す

る
も
の
。
同
社
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
じ
て
、「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」
の
販
売
拡

大
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

賞
品
の
こ
だ
わ
り
ギ
フ
ト
は
、
45
周
年

記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
オ
カ
ー
ド
と
人
気

の
Ｐ
Ｏ
Ｍ
製
品
９
種
・
計
17
本
、「
ポ
ン

ジ
ュ
ー
ス
グ
ミ
」（
36
ｇ
）
２
袋
が
入
っ

■
応
募
方
法

　

対
象
商
品
（
ラ
ベ
ル
に
告
知
の
あ
る
商

品
）
の
ラ
ベ
ル
表
面
に
あ
る
応
募
マ
ー
ク

５
枚
を
一
口
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
マ
ー

ク
を
点
線
部
分
で
切
り
取
っ
て
、
郵
便
ハ

ガ
キ
ま
た
は
応
募
ハ
ガ
キ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に

テ
ー
プ
な
ど
で
し
っ
か
り
貼
っ
て
、①
〒
、

②
住
所
、
③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤
性
別
、

⑥
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

■
応
募
先

〒
７
９
０

−

８
７
９
９

愛
媛
県
松
山
中
央
郵
便
局
留

Ｐ
Ｏ
Ｍ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
係

■
応
募
締
切

平
成
26
年
12
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ラ
ベ
ル
商
品
が
な
く
な

り
次
第
、
終
了
し
ま
す
。

■
当
選
発
表

　

厳
正
な
る
抽
選
の
上
、
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
は
、
㈱
え
ひ
め

飲
料
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｍ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
務
局
（
℡
０
８
９

−

９
２
３

−

１
５
２
９
）ま
で
。
平
日
10
時
～
17
時
で
、

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　

㈱
え
ひ
め
飲
料
は
、

９
月
か
ら
抽
選
で
１
、

０
０
０
人
に
Ｐ
Ｏ
Ｍ
こ
だ

わ
り
ギ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
生
誕
45
周
年
記

念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
ポ
ン

ジ
ュ
ー
ス
」が
昭
和
44
年
、他
の
飲
料
メ
ー

カ
ー
に
先
駆
け
、「
天
然
果
汁
１
０
０
％

ジ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
発
売
以
来
45
周
年
を

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
限
定
セ
ッ
ト
で
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称

　

ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
生
誕
45
周
年
記
念
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

■
賞
品

　

45
周
年
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
オ
カ
ー
ド

と
「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」（
３
５
０
㎖
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）
２
本
な
ど
人
気
の
Ｐ
Ｏ
Ｍ
製

品
９
種
・
計
17
本
、「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
グ

ミ
」（
36
ｇ
）
２
袋
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
Ｐ

Ｏ
Ｍ
こ
だ
わ
り
ギ
フ
ト
」
を
抽
選
で
１
、

０
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■
対
象
商
品

◦�

Ｐ
Ｏ
Ｍ
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
（
１
ℓ
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

◦�

Ｐ
Ｏ
Ｍ
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
１
ℓ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル

◦�

Ｐ
Ｏ
Ｍ
グ
レ
ー
プ
ジ
ュ
ー
ス
１
ℓ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル

◦�

Ｐ
Ｏ
Ｍ
フ
ル
ー
ツ
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス

１
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
生
誕
45
周
年
記
念

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中
！

㈱えひめ
飲料

6



7

業
就
業
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
中
、
食
料
の
安
定
供
給
を
確

保
し
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
新
規
就
農
者
を
確
保
し
、

そ
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

こ
で
今
月
は
、
将
来
の
日
本
の
農
業
を
担

う
新
規
就
農
者
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
全
国
の
新
規
就
農
者
は

５
万
８
１
０
人
で
、
前
年
に
比
べ
て
５
、

６
７
０
人
（
10
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　

就
農
形
態
別
に
み
る
と
、
新
規
自
営

農
業
就
農
者
は
４
万
３
７
０
人
で
、
４
、

６
１
０
人
（
10
％
）、
農
業
法
人
等
に
新

た
に
雇
用
さ
れ
た
新
規
雇
用
就
農
者
は

７
、５
４
０
人
で
、
９
５
０
人
（
11
％
）、

土
地
や
資
金
を
独
自
に
調
達
し
、
新
た
に

農
業
経
営
を
開
始
し
た
新
規
参
入
者
は

（
５
年
以
内
）
の
所
得
を
確
保
す
る
給
付

金
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
法
人

で
の
雇
用
を
支
援
す
る「
農
の
雇
用
事
業
」

も
24
年
度
か
ら
助
成
期
間
を
１
年
か
ら
２

年
に
延
長
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
支
援
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

２
、９
０
０
人
で
、
１
１
０
人
（
４
％
）

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

ま
た
、
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
49

歳
以
下
は
１
万
７
、９
４
０
人
（
構
成
比

35
％
）、
50
～
59
歳
は
６
、０
９
０
人
（
同

12
％
）、
60
～
64
歳
は
１
万
４
、８
７
０
人

（
同
29
％
）、
65
歳
以
上
は
１
万
１
、９
１
０

人
（
同
24
％
）
と
、
60
歳
以
上
の
新
規
就

農
者
が
過
半
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

一
方
、
新
規
参
入
者
２
、９
０
０
人
に

つ
い
て
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
49
歳
以

下
が
２
、０
５
０
人
と
最
も
多
く
、
全
体

の
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
23
年
ま
で
は

約
１
千
人
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
青

年
就
農
給
付
金
事
業
を
開
始
し
た
24
年
に

２
千
人
を
超
え
、
25
年
も
同
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

新
規
就
農
者
の
ほ
と
ん
ど
が
「
技
術
の

習
得
」
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
新
規

参
入
者
に
あ
っ
て
は
、こ
れ
に
加
え
て「
資

金
の
確
保
」
や
「
農
地
の
確
保
」
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
就

農
時
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、
安
心
し

て
農
業
を
始
め
、
さ
ら
に
継
続
し
て
い
け

る
よ
う
、
農
林
水
産
省
で
は
農
業
を
始
め

る
人
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
24

年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
青
年
就
農
給
付
金

事
業
」
は
、
就
農
前
の
研
修
期
間
（
２
年

以
内
）
及
び
経
営
が
不
安
定
な
就
農
直
後

新規就農者は全国で５万810人
－ 平成25年新規就農者調査結果の概要から －

新
規
参
入
者
の
７
割
が

49
歳
以
下

農

新
規
自
営
農
業
就
農
者

新規雇用就農者73.5

60.0
66.8

54.6
58.1 56.5

45.0

8.5
3.0 50.8

40.4

7.5
2.9

新規参入者

平成19年 20 21 22 23 24 25

100

80

60

40

20

0

（千人）
図１　新規就農者数の推移

図２　年齢階層別新規就農者数

49歳以下
17,940
（35）

50～59歳
6,090
（12）

60～64歳
14,870
（29）

65歳以上
11,910
（24）

平成25年
新規就農者数
50,810人
（100％）

図３　年齢階層別新規参入者の推移

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（人）

1,730

2,100

1,180

3,010

2,170

2,900
←65歳以上

←60～64歳

←50～59歳

←49歳以下2,050

940

平成22年 23 24 25

新
規
就
農
者
は
前
年
よ
り
減
少

就
農
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
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ＪＡえひめアイパックス㈱ ㈱えひめ飲料

○代表取締役社長 髙原　　茂（常勤）

○専 務 取 締 役 ※濱本　泰久（常勤）

○常 務 取 締 役 川田　永治（常勤）

○常 務 取 締 役 ※森實　光夫（常勤）

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農経営管理委員会副会長）
（全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜ＪＡえひめ中央＞

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡにしうわ＞

○取 締 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡえひめ南＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

◇常 勤 監 査 役 藤田　敬二（常勤）

◇監 査 役 田坂　　實
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡおちいまばり＞

◇監 査 役 菊地　秀明
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡ愛媛たいき＞

◇監 査 役 望月健太郎
（非常勤・全農グループ会社統括部長）

○代表取締役社長 ※峰岡　茂夫（常勤）
○常 務 取 締 役 ※森川　威久（常勤）

○常 務 取 締 役 中川　達也（常勤）

○取締役統括本部長 篠藤　英二（常勤）

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農経営管理委員会副会長）
（全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜ＪＡえひめ中央＞

○取 締 役 田坂　　實
（全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡおちいまばり＞

○取 締 役 菊地　秀明
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡ愛媛たいき＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 ※小越　愼介
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 ※戸田　耕二
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会副会長）
＜ＪＡ周桑＞

◇監 査 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡえひめ南＞

◇監 査 役 日山　正彦
（非常勤・全農監査主任者）

ＪＡ全農えひめグループ７社
平成26年度役員体制

　ＪＡ全農えひめグループ７社は、６月以降株主総会・取締役
会を順次開催し、平成26年度の役員体制を決めました。
　３社で代表取締役社長が交代し、ＪＡえひめアイパックス㈱
は峰岡茂夫社長、㈱ひめライスは松田一人社長、ＪＡえひめ物
流は髙橋勉社長がそれぞれ就任しました。
　各社の新体制は、次のとおりです（９月１日現在。※は新役職・
新任）。
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○代表取締役社長 幸地　慎一（常勤）
○常 務 取 締 役 西　　尊公（常勤）
○取 締 役 石川　邦彦

（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡうま＞

○取 締 役 加藤　　尚
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡ西条＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 ※小越　愼介
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 山口　恒朗
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡひがしうわ＞

◇監 査 役 岡村　伸六
（非常勤・全農監査主任者）

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

ＪＡえひめエネルギー㈱
○代表取締役社長 峯本　耕典（常勤）
○専 務 取 締 役 佐伯　和俊（常勤）
○取締役管理本部長 越智　哲也（常勤）
○取締役オート事業部長 楠　　富夫（常勤）
○取締役ガス事業部長 本田　拓也（常勤）
○取 締 役 諏訪　　玄

（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 小越　愼介
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 日山　正彦
(非常勤・全農監査主任者）

㈱ひめライス
○代表取締役社長 ※松田　一人（常勤）
○常 務 取 締 役 河野　哲也（常勤）
○取 締 役 加藤　　尚

（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡ西条＞

○取 締 役 ※戸田　耕二
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会副会長）
＜ＪＡ周桑＞

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農経営管理委員会副会長）
（全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜ＪＡえひめ中央＞

○取 締 役 山口　恒朗
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡひがしうわ＞

○取 締 役 小越　愼介
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 菊地　秀明
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡ愛媛たいき＞

◇監 査 役 岡村　伸六
（非常勤・全農監査主任者）

ＪＡえひめ物流㈱
○代表取締役社長 ※髙橋　　勉（常勤）

○常 務 取 締 役 清水　宇造（常勤）

○取 締 役 石川　邦彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡうま＞

○取 締 役 田坂　　實
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡおちいまばり＞

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農経営管理委員会副会長）
（全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜ＪＡえひめ中央＞

○取 締 役 菊地　秀明
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡ愛媛たいき＞

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡにしうわ＞

○取 締 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡえひめ南＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

◇監 査 役 髙原　　茂
（非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長）

◇監 査 役 岡村　伸六
（非常勤・全農監査主任者）

㈱えひめフーズ
○代表取締役社長 長尾　博文（常勤）

○取締役製造部長 阿部　祥二（常勤）

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜ＪＡにしうわ＞

○取 締 役 髙原　　茂
（非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長）

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

◇監 査 役 藤田　敬二
（非常勤・㈱えひめ飲料常勤監査役）

◇監 査 役 髙橋　誠治
（非常勤・㈱えひめ飲料管理課主幹）
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平
成
20
年
の
初
春
。
私
は
人
生
の
舵
を
想

像
も
し
て
い
な
か
っ
た
世
界
に
向
け
て
切
ろ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
起
こ
る
と

て
つ
も
な
い
嵐
の
こ
と
を
考
え
る
冷
静
さ
な

ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
、
た
だ
た
だ
血
気

に
逸は

や

る
お
ば
さ
ん
で
し
た
。

　

当
時
仕
事
と
し
て
い
た
『
う
つ
病
の
人
の

た
め
の
職
場
復
帰
支
援
』
は
利
用
に
条
件
が

あ
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
の
事
業
だ
っ
た

た
め
「
利
用
者
は
厚
生
年
金
雇
用
保
険
加
入

者
に
限
る
」
と
い
う
条
件
で
す
。
つ
ま
り
保

険
の
種
類
に
よ
り
同
じ
う
つ
病
で
も
支
援
を

受
け
ら
れ
な
い
人
が
沢
山
い
た
の
で
す
。「
そ

ん
な
バ
カ
な
！
」
小
さ
な
正
義
の
火
が
心
に

灯と
も

り
ま
し
た
。

　

更
に
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
職
場
は
独
立
行

政
法
人
化
に
よ
り
数
値
評
価
が
強
化
さ
れ
て

き
て
い
ま
し
た
。
一
人
の
人
へ
の
支
援
成
果

よ
り
も
何
人
の
人
に
支
援
を
し
た
の
か
が
重

要
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
へ

の
手
厚
い
支
援
が
し
た
い
私
に
と
っ
て
、
違

和
感
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。「
誰
で
も
必

要
な
人
に
支
援
を
提
供
し
た
い
」「
自
分
が

納
得
で
き
る
支
援
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い

は
強
く
な
り
、
つ
い
に
退
職
し
て
起
業
す
る

こ
と
を
決
意
し
た
の
で
す
。

　

で
す
が
、思
う
は
易
く
行
う
は
難か

た

し
で
す
。

そ
の
後
、起
業
の
為
に
参
加
し
た
創
業
塾
で
、

私
は
あ
ま
り
に
無
知
な
自
分
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
す
。
利
益
の
大
き
さ
を
競
う
経
営
ゲ
ー

ム
で
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
開
始
と
同
時
に
ボ
ー

ル
を
当
て
ら
れ
退
場
に
な
っ
た
選
手
よ
ろ
し

く
私
は
あ
っ
と
い
う
間
に
無
一
文
に
な
り

ゲ
ー
ム
か
ら
抜
け
落
ち
ま
し
た
。
ま
る
で
赤

子
の
よ
う
な
無
知
な
私
。
普
通
の
人
な
ら
こ

こ
で
思
い
と
ど
ま
る
の
で
し
ょ
う
が
、「
人

の
力
を
借
り
て
経
営
す
る
と
い
う
方
法
も
あ

る
よ
」
と
い
う
講
師
の
言
葉
に
、
ど
こ
ま
で

も
能
天
気
な
お
ば
さ
ん
は
「
そ
う
か
、
そ
ん

な
方
法
が
あ
る
の
か
！
」
と
膝
を
叩
き
、
船

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
６
年

前
の
５
月
。
同
じ
職
場
の
メ
ン
バ
ー
３
人
で

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
塾
設
立
で
し
た
。

　

で
も
や
は
り
楽
天
家
と
い
う
だ
け
で
は
、

経
営
者
は
務
ま
り
ま
せ
ん
。
あ
っ
と
い
う
間

に
資
金
の
底
が
見
え
て
き
て
、
戸
惑
い
と
焦

世
の
中
、
ま
ん
ざ
ら

捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
～
創
立
期
～

特定非営利活動（NPO）法人こころ塾　代表理事。1955年４
月生まれ。静岡県出身。東京学芸大学卒業後、横浜市立聾学校・
養護学校教諭を務め、夫の実家・松山市へ。1995～2005年、
㈶骨髄移植推進財団（骨髄バンク）コーディネーター。1996
年から11年間、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構 愛媛
障害者職業センターにて、就職支援を担当。うつ病休職者の支
援では、支援の有無が家族の崩壊や命に関わると、2008年５
月NPO法人こころ塾を設立。独立行政法人高齢・障害者雇用
支援機構のリワークプログラムを、より実践的な週５日間模擬
会社として提供。うつ病当事者会・家族会を開催し、課題支援
に取り組む。国の緊急自殺対策による多くの市町の事業に積極
的に関わり、愛媛県の委託事業では５年連続ラジオ特別番組を
放送。2013年度の講演140回以上、受講者は約8,000人。
2014年度は厚生労働省及び県委託の自殺防止対策事業を実
施。
2013年度 東温市精神保健福祉協議会委員。2014年度 松山
市自殺対策推進委員会委員。認知療法学会会員。集団認知行動
療法研究会会員。

TUNE MURAMATU村松つね
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り
で
、
仲
間
を
責
め
自
分
を
責
め
る
日
々
と

な
り
ま
す
。
堅
い
と
思
っ
て
い
た
３
本
の
矢

の
結
束
は
簡
単
に
切
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
空
中
分
解
し
ま
し
た
。
真
っ
暗
な
部
屋
に

一
人
残
り
、２
人
の
夢
を
壊
し
た
自
分
。リ
ー

ダ
ー
に
な
ど
な
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
自
分

と
向
き
合
い
ま
す
。「
私
も
辞
め
た
い
」。
で

も
既
に
こ
こ
ろ
塾
へ
の
う
つ
病
に
関
す
る
相

談
電
話
は
鳴
り
続
け
、
逃
げ
る
こ
と
も
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
経
営
者
が
集
う
場
で
話

す
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。泣
き
な
が
ら
、

ダ
メ
な
経
営
者
と
し
て
の
自
分
の
情
け
な
さ

や
人
が
去
っ
て
い
っ
た
辛
さ
を
語
る
私
に
、

先
輩
の
皆
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
た
の
は
「
最

初
は
み
ん
な
１
年
生
。
経
営
者
だ
っ
て
勉
強

し
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
で

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
潰つ

ぶ

れ
そ
う
な
私
を
心

配
し
て
あ
え
て
作
っ
て
く
れ
た
、
辛
さ
を
語

る
場
。
そ
こ
で
の
一
人
ひ
と
り
の
言
葉
は
心

に
し
み
て
、
温
か
く
て
、
あ
り
が
た
い
も
の

で
し
た
。

　

途
方
に
暮
れ
て
い
た
私
に
一
条
の
光
で

す
。
こ
れ
か
ら
で
も
、
勉
強
を
す
れ
ば
い
い

ん
だ
！　

無
能
で
軽
率
な
お
ば
さ
ん
は
、
そ

れ
で
も
前
向
き
と
い
う
長
所
も
持
っ
て
い
ま

し
た
。

　

さ
て
皆
さ
ん
の
一
通
り
の
優
し
い
言
葉
の

後
で
、
あ
る
年
配
の
経
営
者
の
人
が
私
を
見

て
言
い
ま
し
た
。「
だ
が
し
か
し
、
経
営
者

た
る
も
の
外
で
涙
を
見
せ
て
は
、
絶
対
ダ
メ

だ
！　

泣
く
な
�
」

　

そ
の
言
葉
に
「
ハ
イ
！
」
と
答
え
つ
つ
も

次
か
ら
次
へ
と
流
れ
出
る
涙
は
、
自
分
で
も

ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
目
と
鼻
か
ら

流
れ
出
る
ズ
ル
ズ
ル
、
グ
チ
ュ
グ
チ
ュ
。
ど

う
し
よ
う
も
な
く
み
っ
と
も
な
い
姿
は
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
私
そ
の
ま
ま
で
す
。

　

そ
れ
以
来
、
経
営
者
た
る
も
の
人
前
で
泣

く
な
！　

と
い
う
教
え
を
何
と
か
実
践
し
よ

う
と
し
て
い
る
私
で
す
が
、
人
の
温
か
さ
に

触
れ
る
と
す
ぐ
緩
む
涙
腺
は
治
ら
な
い
ま
ま

で
す
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
文
字
に
起
こ
し

て
い
る
今
も
、思
い
出
し
て
ホ
ラ
も
う
涙
…
。

　

50
年
間
、
大
き
な
失
敗
も
な
く
、
好
き
な

仕
事
に
つ
き
、
家
庭
を
設
け
、
順
風
満
帆
に

思
え
る
人
生
を
歩
い
て
き
た
私
の
、
初
め
て

の
挫
折
。
人
を
ひ
ど
く
傷
つ
け
、
自
分
も
傷

つ
い
た
体
験
、
同
時
に
、
人
の
優
し
さ
と
温

か
さ
を
知
っ
た
体
験
で
す
。

　

世
の
中
、
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
。
人
生
は
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
。
ホ
ラ
、今
泣
い
た
カ
ラ
ス
が
、も
う
笑
っ

た
。
こ
の
お
ば
さ
ん
、
懲
り
な
い
人
な
ん
で

す
。

▲大勢の人との出会いの中で笑顔と多くの学びをいただき、心の元気あふ
れる愛媛づくりのために奔走中！

▲平成20年５月の設立式典。誰でも
必要な人が必要な支援が受けられ
る場所、来るだけでホッとできる
場所を開設
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●愛媛県民間流通麦地方連絡協議会

日本一のはだか麦の作付拡大と良品質麦安定生産を！

●愛媛県TAC管理者・TAC合同研修会

福岡県・ＪＡにじの取り組み事例などを学ぶ

　ＪＡ全農えひめ食糧生産課は、７月25日松山
市のＪＡ愛媛で愛媛県産麦の円滑な流通をめざ
し、愛媛県民間流通地方連絡協議会を開きまし
た。
　会議には、精麦や製粉、醤油・味噌関連の実
需者と生産者・ＪＡ・県関係者ら47人が出席。
26年産の販売見込数量や27年産の販売予定数量
を確認するとともに、愛媛県産麦に対する意見
交換を行いました。
　27年連続生産量日本一（25年産実績）の愛媛
県産はだか麦は、17年以降、購入希望数量が販
売予定数量を上回る状況が続きましたが、作付
面積の伸び悩みと天候不順等により需要に応じ
た数量を供給ができなかったことなどから実需
者の代替品目への転換等が進んだため、26年産
から購入希望数量が販売予定数量を下回る状況
となっており、27年産は、販売予定数量4,787
ｔに対して購入希望数量は4,664ｔとなってい
ます。
　こうした中で、ＪＡ全農えひめでは、新たな
需要や販路拡大を図るとともに、実需者ニーズ
に対応するため販売予定数量の安定供給と良品
質麦の生産に取り組んでいます。また、有望品
種の「ハルヒメボシ」について実需者の協力を
得て加工適性の検証を進めながら中長期的な導
入・拡大に取り組んでいます。
　会議では、実需者から「はだか麦は味噌を中

心に根強い需要がある」として、安定した品質
と数量確保の要望のほか、「ハルヒメボシ」へ
の期待の声が出されました。
　27年産小麦は、販売予定数量477ｔ、購入希
望数量607ｔとなっています。
　なお、26年産は収穫時期が好天に恵まれ、集
荷数量は4,569ｔ（前年比106％）。１等比率は
80％（前年88％）と品質は良好でした。11月中
旬以降に播種時期を迎えた圃場で播種作業の遅
れや出芽不良、12月以降の播種では低温による
初期生育量不足により一部で穂数が少なくなっ
たことなどから、当初見込みの5,328ｔを下回
りました。
　小麦も同様に順調な収穫となり、集荷数量は
499ｔ（前年比111％）、１等比率が82％（前年
75％）と品質は良好でした。

　ＪＡ全農えひめ営農振興課は、TAC活動の
充実とレベルアップにつなげようと、６月９日、
松山市のＪＡ愛媛別館で「愛媛県TAC・TAC
管理者合同研修会」を開きました。
　TACとは、出向く営農に取り組むＪＡ担当
者の愛称。「とことん会ってコミュニケーショ
ン」を合言葉に活動しています。
　研修会には６ＪＡのTAC管理者・TACなど
47人が参加。全国のTAC情勢報告、ＪＡ全農
ふくれんとＪＡにじの取り組み事例発表、ＪＡ
愛媛県信連から農業制度資金についての情報提
供、各ＪＡから今年度の取り組み方針・内容と
担い手に対する支援の状況などの報告のほか、
今後のTAC活動について意見交換しました。
　福岡県のＪＡにじ作物振興課の林広明課長か
らは、訪問活動を通じて新設法人に新規品目と
して、米・麦・大豆の農閑期の収穫で初期投資
が少なく、比較的需要と価格が安定しているホ
ウレンソウを提案。機械化による播種作業の省

力化や新規作物導入などへの支援・取り組みと
その成果、規模拡大と大量生産をめざした新た
な販売チャネルや六次産業化の取り組み事例を
学びました。
　愛媛県内では、今年度８ＪＡで82人のTAC
が活動中。全国大会で数多く表彰されるなど全
国的にも高レベルの活動が評価されています。
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●平成26年産夏秋野菜中間検討会

生産・出荷量確保と品質の維持に向けた取り組みを確認

●第25回ＪＡ愛媛畜産技術者連絡協議会　総会

愛媛の畜産振興と銘柄化の促進めざす

　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課とＪＡ愛媛野菜生
産者組織協議会は、天候不順が続く中、夏野菜
の出荷量の落ち込みを受け、８月26日、松山市
のＪＡ愛媛で、主力のキュウリ・トマト・ナス・
ピーマンを対象に中間検討会を開き、今後の出
荷量確保に向けた生産対策を協議しました。
　県内では、梅雨期の曇天・低温により全般的
に生育が遅れたことに加え、梅雨明け後の台風・
日照不足により前年を下回る出荷が続き、６月
から８月中旬までの主力４品目の出荷量が前年
比86％、今シーズンの出荷量が当初計画の８割
程度に落ち込む見通しであることから、中間検
討会を開いたものです。
　会議には、生産者代表と京阪神・県内の市場、
県内ＪＡ・ＪＡ全農えひめなど関係者30人が出
席。今後の販売情勢と産地の作柄・出荷計画を
確認するとともに、樹勢回復と防除の指導を徹
底し、生産量の確保と品質の維持に向けて取り
組むことを確認しました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　今シーズンの夏秋野菜の販売は、７月の海の
日前後から台風８号による特売需要の減少や市
場入荷量の増大を受けて厳しい相場展開が続き
ました。

　こうした中、７月23日には松山市で、ＪＡ愛
媛野菜生産者組織協議会企画委員会主催で「消
費拡大・夏秋野菜対策会議」を開催。夏秋野菜
主力４品目について、盆期までの生産予想及び
販売情勢など産地と市場の情報共有を図るとと
もに、県外市場担当者を対象とした圃場視察研
修を実施しました。
　また、消費宣伝活動では、７月中旬に県内で
量販店連携販促を展開するとともに、海の日以
降は関西地区を中心に「愛媛フェア」として集
中販促を実施。厳しい販売情勢を受けて、盆期
までに計画していた販促（のべ40店舗）に加え、
24店舗で緊急販促等を実施し、えひめ野菜の売
り場確保と販売促進に努めました。

　ＪＡ愛媛畜産技術者連絡協議会（11ＪＡ・28
会員）は、８月４日、松山市のＪＡ愛媛で第25
回総会を開き、26年度事業計画と新役員体制を
決めるとともに、「TPPに関する国会決議の実
現を求める特別決議」を採択しました。
　26年度は、愛媛の畜産振興と銘柄化を促進す
るため、消費者との連携・合意形成づくりと販
売・流通体制の強化、防疫管理と記帳管理の徹
底指導、担い手対策として後継者の育成、TPP
等に対して関係団体と連携し積極的な取り組
み、情報収集と技術指導等を通じて農家経営の
安定に取り組むことを確認しました。

　役員改選では、新たに西本孝次会長（ＪＡ松
山市）など新体制を選任しました。
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●平成25～26年産いちご出荷反省会

出荷量は前年比93％、㎏単価は100.4％

●平成26年度ＪＡえひめ葬祭協議会理事会

研修活動等を通じて総合的なレベルアップめざす！
～第２回クリーンリネスコンテスト最優秀賞のＪＡ周桑を表彰～

　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめ野菜花卉課は、７月15日、松山市のＪＡ愛
媛別館で、平成25 ～26年産いちご出荷反省会・
生産対策会議を開きました。
　愛媛産のいちご販売実績は、出荷量が1,009
ｔ（前年比93％・計画比89％）、㎏単価902円（前
年比100.4％）でした。
　県内でも数量確保と有利販売に向け、25 ～
26年産から統一規格として270ｇパックに量目
変更しましたが、混乱もなくスムーズな流通が
できたこと、次年度対策として品格向上や品種
特性に高温期・厳寒期の品質保持、増量期を見
据えた分荷対策の検討、情報連絡体制の強化、
企画販売の拡充、計画的な販促活動などが報告
されました。
　25 ～26年産いちご販売は、全国的に前倒し
傾向の出荷となり、昨年11月下旬から各産地と
も増量する中で、量販店では売価設定の高いい
ちごは品揃え程度で売り場が広がらず弱含みの
展開となり、12月中旬以降はそれまでの反動で
予想を下回る入荷となり、クリスマス・年末需
要で業務筋を中心に引き合いが強まる中、相場

は上昇。各産地とも小玉傾向だったことから特
に大玉を中心に高騰しました。
　年明け以降は、年末の高値により売り場が広
がらず荷動きも鈍く苦しい場面も見られました
が、１番果と２番果の端境期を迎え数量減とな
り高値販売となり、バレンタイン需要もある中
で、品薄感が強く堅調な販売となりました。３
月からは各産地とも一気に増量し、厳しい販売
が続きましたが、４月２週目以降は落ち着いた
入荷で堅調な販売となりました。

　えひめ葬祭協議会は、７月11日㈱ジェイエイ
えひめ中央ルミエール伊予で、平成26年度理事
会を開きました。会員ＪＡなど37人が出席し、
26年度事業計画などを決めました。
　県内のＪＡでは、現在、19の葬祭会館が運営
されており、同協議会では、県内ＪＡ葬祭事業の
総合的なレベルアップを図り、組合員・会員利用
者の負託にこたえるため、葬祭拠点の整備、教
育研修活動や協同活動などに取り組んでいます。
　26年度の事業方針では、ＪＡの総合事業、組
合員の生活サポート事業の一環として位置づ
け、組合員・地域の要望に応えられるよう、体
制整備や事業展開の核となる拠点整備を推進す
るとともに、運営実態調査による情報の共有化、
各種教育研修活動の段階的実施、共同仕入れ活
動等の協同活動のステップアップ、新規サービ
スの研究、広報活動等に積極的に取り組みます。

　なお、25年度に実施した第２回クリーンリネ
スコンテストの表彰式が行われ、最優秀のＪＡ
周桑ルミエール周桑東館、優秀賞の㈱ジェイエ
イにしうわルミエールにしうわ、㈱コスモスプ
リエール川之江が表彰されました。
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●愛媛県農業用廃プラスチック適正処理推進協議会　理事会

26年度は再生処理率96％を計画

●ＪＡ愛媛耐久消費財拡大協議会第34回通常総会

環境関連機器の取り扱い強化

　愛媛県農業用廃プラスチック適正処理推進協
議会は、８月５日、理事会を開き、平成26年度
事業活動計画を決めました。
　県内の農業用廃プラスチックの回収量は、
平成13年度の1,986トンをピークに減少傾向
となっており、平成25年度は719ｔ（計画比
91％）。うち再生処理（リサイクル）率は、25
年度94％となり、地区協議会によるチラシ等を
使った啓蒙活動により、23年度以降３年連続
90％以上と高い水準を維持しています。
　26年度も引き続き県・地区段階それぞれで関
係機関が連携して、啓蒙・指導活動を行い、農
家の「排出事業者責任」の認識を高め、効率的・
安定的な回収システムの確立を図ります。再生

処理率は96％を計画。重点事項として、啓蒙推
進活動のほか、再生化率向上に係る調査と回収・
輸送システムの改善、処理委託先の選定と計画
的回収体制の確立、排出抑制対策などに取り組
みます。

　ＪＡ愛媛耐久消費財拡大協議会は、７月15日、
ＪＡ愛媛で第34回通常総会を開き、平成26年度
の活動計画を決めました。
　26年度活動計画では、太陽光発電システム・
省エネをテーマとした環境関連機器の取り扱い
を強化し、組織的提案活動を展開します。また、
組合員に健康で便利な暮らしを提案するため、
新規商品・健康商品を中心に提案するほか、情
報収集体制の整備、組合員ニーズに対応し的確
な提案活動を行うために職員の教育・研修活動
を実施します。

●ファーマーズマーケットいよっこら

親子料理教室で楽しい思い出と地産地消を！
　伊予市下吾川のＪＡえひめアイパックス㈱
ファーマーズマーケット「いよっこら」は、 ７
月29日、伊予市の生涯学習センターさざなみ館
で、親子料理教室「我が家・私の自慢『夏野菜
料理』コンテスト」を開きました。
　親子料理教室は、地元野菜の魅力をもっと
知ってもらい地産地消を推進し、夏休みの楽し
い思い出を作ってもらおうと開いているもの
で、今回が５回目。伊予市と松前町の７組20人
が参加。当日の朝、「いよっこら」で購入した
夏野菜などを使って、家族が協力して自慢料理
を作りました。
　参加した３歳から小学２年生までの子どもた
ちは、保護者とともに料理づくりを楽しみ、で
きあがった料理に思い思いの名前を付けていま

した。試食では、「美味しい」を連発。保護者
がこだわった点や美味しく
作るコツを披露し、参加者
と「いよっこら」運営協力
会の役員らが好みのカレー
３品を投票し、各賞を決め
ました。
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
直
売
所
は
、
農
産

物
が
と
て
も
新
鮮
で
、
ほ
し
い
も
の
が
あ
る
の
が
と
て

も
魅
力
で
す
。
生
産
者
の
気
持
ち
を
す
ぐ
に
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

生
産
者
と
消
費
者
が
共
に
楽
し
め
る
場
所
、
と
て
も
ス

テ
キ
な
時
間
が
つ
く
れ
ま
す
。

　

私
は
大
洲
市
に
住
ん
で
い
て
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
愛
た

い
菜
」
に
な
す
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
毎
日
た
く
さ
ん
の
野

菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
来
て
下
さ
る
お
客
様
の
声
を

大
切
に
聞
い
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
こ
に
改
善
す
る
と
こ

ろ
や
続
け
る
と
こ
ろ
な
ど
、
お
客
様
の
声
を
レ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
き
、
直
売
所
の
声
と
い
う
こ
と
で
取
材
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
も
っ
と
向
上
し
て
い
け
る
と
思
い
ま

す
。

	
	

（
大
洲
市
・
竹
岡　

百
合
江
さ
ん
）

●
県
内
に
も
た
く
さ
ん
の
直
売
所
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は

新
品
種
や
珍
し
い
農
産
物
を
販
売
し
て
い
る
所
も
あ

り
、
つ
い
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
消
費
者
に
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。
愛
媛
県
の
ミ
カ
ン
の
生
産
量
は
10
年
連
続
全
国

第
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
美
味
し
さ
は
全
国

一
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
生
産
量
も
美
味
し
さ
も
、
そ

し
て
農
家
の
所
得
も
１
番
を
め
ざ
し
た
い
で
す
ね
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
平
家　

清
茂
さ
ん
）

●
地
産
地
消
の
お
店
、
特
に
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。
今
月
の
素
材
に
あ
っ
た
。
私
の
大
好
き
な

メ
ニ
ュ
ー
は
、
キ
ュ
ウ
リ
の
キ
ム
チ
の
素
あ
え
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ
を
乱
切
り
、
塩
を
ふ
り
し
ん
な
り
さ
せ
、
水

洗
い
し
、
キ
ム
チ
の
素
で
あ
え
、
お
好
み
で
ち
り
め
ん

や
最
後
に
ゴ
マ
油
を
入
れ
混
ぜ
ま
す
。
ト
マ
ト
も
大
好

き
で
す
。

　

女
性
部
で
は
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
作
り
や
ナ
ス
の
し

ば
漬
け
な
ど
も
し
て
夏
野
菜
を
美
味
し
く
♡
11
月
の
バ

ザ
ー
で
は
も
ち
粉
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
セ
ッ
ト
で
販

売
す
る
予
定
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

	
	

（
西
予
市
・
安
岡　

光
代
さ
ん
）

●
夏
は
体
を
冷
や
す
の
で
キ
ュ
ウ
リ
が
良
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
サ
ラ
ダ
等
が
主
な
料
理
法
で
し
た
が
、
今
で

は
流
行
の
塩
麹
を
使
っ
た
料
理
な
ど
、
い
ろ
ん
な
も
の

と
和
え
る
な
ど
し
て
味
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
紹
介
さ
れ
た
料
理
も
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
ち
な
み
に
キ
ュ
ウ
リ
の
天
ぷ
ら
も
美
味
し
い
で

す
よ
。

	
	

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

●
私
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
宅
配
便
を
し
て
い
る
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
現
在
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
が
宅

配
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
中
、
Ｊ
Ａ
も
宅
配
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
に
は
昔
か
ら
な
じ
み
の
あ
る

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
な
の
で
、
と
て
も
良
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
、
自
宅
に
届
く
日
数
が
早
く
な
っ
た
り
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
か
ら
気
軽
に
注
文
で
き
る
、
お
年

寄
り
に
は
難
し
い
画
面
操
作
も
考
え
て
カ
タ
ロ
グ
ま
で

作
っ
て
お
り
、
消
費
者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
誰
で

も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ
、
と
て
も
感
心

し
ま
し
た
。
国
産
・
県
内
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
も

と
て
も
魅
力
的
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
に
は
安
全
・
安
心

を
モ
ッ
ト
ー
に
い
ろ
い
ろ
な
開
発
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

	
	

（
大
洲
市
・
矢
野　

博
子
さ
ん
）

●
以
前
の
エ
ッ
セ
ー
（
今
年
１
月
号
の
中
村
和
憲
さ
ん
の

エ
ッ
セ
ー
）
に
、
今
の
食
事
が
２
年
後
の
自
分
を
つ
く

る
と
あ
り
ま
し
た
。
秦
さ
ん
の
野
菜
と
密
着
し
た
生
活

は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
、
ど
ん
な
健
康
食
品
も
秦

さ
ん
の
手
作
り
ジ
ュ
ー
ス
に
は
か
な
わ
な
い
で
し
ょ

う
。
私
の
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
手
の
デ
ー
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
も
宅
配
サ
ー
ビ
ス

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」は
、

Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
「
国
産
原
料
優
先
」「
愛
媛
産
」
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
ば
、
成
功
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

德
子
さ
ん
）

●
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
読
ん
で
。
30
年
前
に
、
京
都
の
知
人
に

み
か
ん
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
他
県
の
み
か
ん
よ
り
、
愛

媛
の
み
か
ん
が
ず
っ
と
美
味
し
い
と
喜
ば
れ
、
進
物
に

し
た
い
と
10
年
間
８
箱
送
り
続
け
ま
し
た
。
今
も
知
人

宅
に
は
冬
に
は
み
か
ん
が
定
番
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
た

ち
も
大
フ
ァ
ン
で
、
み
か
ん
つ
な
が
り
で
話
が
は
ず
む

年
末
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

	
	

（
宇
和
島
市
・
長
下　

政
恵
さ
ん
）

●
私
の
家
も
み
か
ん
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ

は
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
面
積
や
生
産
量
が

年
々
減
少
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
私
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
も
、
高
齢
化
で
廃
園
に
す
る
と
こ
ろ
が
だ
ん

だ
ん
増
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
支
援
が
あ
る
か
教
え
て

ほ
し
い
で
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
米
花　

佐
智
子
さ
ん
）

●
直
売
所
め
ぐ
り
を
読
ん
で
、
知
ら
な
い
直
売
所
が
た
く

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

７
月
号
の
答
え
は「
３
日（
～
１
週
間
程
度
）」で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

井
上　

次
恵
さ
ん
（
西
予
市
）	

天
高　

弘
美
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

上
甲　

千
恵
さ
ん
（
鬼
北
町
）	

別
府　

仁
吾
さ
ん
（
今
治
市
）

瀬
村　

美
緒
さ
ん
（
松
山
市
）	

矢
野
美
恵
子
さ
ん
（
大
洲
市
）

飯
尾　

美
鈴
さ
ん
（
松
前
町
）	

今
井
シ
ゲ
ミ
さ
ん
（
西
条
市
）

伊
藤　

光
代
さ
ん
（
松
山
市
）	

石
川　

芳
江
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
26
年
10
月
20
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
11
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 ２

０
１
４
愛
媛
み
か
ん
大
使
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回

任
命
さ
れ
た
み
か
ん
大
使
は
何
代
目
で
し
ょ
う
か
？

「
○
○
代
目
」

★語呂合わせで、８月29日は
「肉の日」、８月31日は「野菜
の日」。紹介した「焼肉の日」
イベントでは、愛媛ブランド
肉とその美味しさをアピー
ル！こうした取り組みを契機
として消費拡大につなげたい
ものです。
　８月は愛媛県内も日照不足・
降水量が多く松山市の日照
時間は平年の44％。昨年とは
違った形の異常気象で、米や
野菜など農産物の生育・収穫・
出荷にも影響が出ました。９
月に入って朝晩は過ごしやす
い日となっています。秋から
冬にかけては、天候に恵まれ
ることを期待しています。

（正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約229kcal
栗	 ８個
クチナシ	 １個
　Ⓐ（シロップ）	
　水	 200㏄
　砂糖	 110ｇ
むきエビ	 12尾
エリンギ	 １パック
人参	 1/4本
甘長唐辛子	 ２本
　Ⓑ（浸しダシ）
　ダシ	 400㏄
　塩	 小さじ1/3
　ミリン	 少々
　薄口醤油	 少々
大根おろし	 1/3
　Ⓒ（甘酢）
　水	 大さじ３
　砂糖	 大さじ１
　酢	 大さじ１
　塩	 ひとつまみ

〈作り方〉
①　鰆は塩を振り、５～10分程置き、水気が出
てきたら水で洗い、水気を拭き取る。

②　①を５分蒸す。
③　シメジは石づきをとって小房に分け、人参は
輪切りにし、それぞれ茹でる。

④　三ツ葉は茹でて５㎝の長さに切る。
⑤　栗は皮をむき、２㎜厚に切る。
⑥　ボウルに卵白をしっかり泡立て、片栗粉を加
えて混ぜる。⑤を加え混ぜ、②の上にのせて
８～10分蒸す。

⑦　鍋にⒶを沸かし、水溶き片栗粉でとろみをつ
け、ショウガ汁を絞り、銀あんを作る。

⑧　器に⑥③④をのせ、⑦の銀あんをかける。

鰆の芝蒸し 栗のみぞれ和え栗の中華風筑前煮

〈作り方〉
①　栗は鬼皮と渋皮をむく。
②　鶏肉はひと口大に切る。
③　里芋は８つ切り、ゴボウと人参は乱切り、椎
茸は半分に切る。

④　インゲン豆は３～４㎝に切り、茹でて冷水に
とる。

⑤　フライパンに油を熱し、ニンニクとショウガ
を炒め、香りが出たら、②を炒め、①③を加
え炒める。

⑥　スープを加えて沸けばアクをとり、Ⓐを入れ
弱火で野菜が柔らかくなるまで10～15分程煮る。

⑦　Ⓑを加えてさらに煮込み、水溶き片栗粉でと
ろみをつけ、④とゴマ油を加え混ぜる。

⑧　器に盛り、ネギと唐辛子を盛る。

〈作り方〉
①　栗は鬼皮と渋皮をむき、クチナシを入れた湯
で茹でて、色付けば取り出してⒶで炊き、半
分に切る。

②　沸かしたⒷにエビを入れて火を通し、つけた
まま冷やす。

③　エリンギは３㎝の長さの短冊切り、人参は千
切りし、鍋に②のⒷを沸かして火を通し、つ
けたまま冷やす。

④　唐辛子は縦半分に切り、種は取り出してさっ
と茹で、冷水に取り、水気を切り、③のⒷに
つける。

⑤　沸いた湯に大根おろしを入れ、すぐクッキン
グペーパーを敷いたザルにあけ、冷やす。

⑥　①②③の水気を切り、⑤とⒸで和える。
⑦　⑥を器に盛り、④を添える。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約194kcal
鰆（鯛などの白身でも可）	 ４切
塩	 少々
栗	 ８個
卵白	 １個分
片栗粉	 大さじ１
シメジ	 1/2パック（約50ｇ）
三ツ葉	 1/2束
人参	 1/5本
　だし	 300㏄
　塩	 小さじ1/4
　ミリン	 小さじ１
　薄口醤油	 小さじ１
水溶き片栗粉	 適量
ショウガ汁	 少々

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約369kcal
栗	 12個
鶏モモ肉	 200ｇ
里芋	 ２個
ゴボウ	 １本
人参	 1/2本
椎茸	 ４個
インゲン豆	 ８本
ニンニク（みじん切り）	 １かけ
ショウガ（みじん切り）	 １かけ
サラダ油	 大さじ１
鶏がらスープ	 600㏄
　酒	 大さじ２
　砂糖	 大さじ１
　ミリン	 大さじ３
　オイスターソース	 大さじ１
　濃口醤油	 大さじ２
水溶き片栗粉	 適量
ゴマ油	 大さじ１
白髪ネギ	 1/2本
糸唐辛子	 適量

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古正子先生

▲

（
左
）
栗
の
中
華
風
筑
前
煮
、（
中
）
鰆
の
芝
蒸
し
、（
右
）
栗
の
み
ぞ
れ
和
え

Ⓐ

ⒶⒷ

料理にも上品な甘さが加わる
愛媛の栗は全国３位の生産量

今月の素材

栗

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。


	表1
	表2
	01
	02-04
	05-06
	07
	08-09
	10-11
	12-15
	16
	表3
	表4

